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            （画像は実装例です） 

概要 猫の手リモコンに対応したモータードライバ

基板です。キャタピラタイプの 2 モーターに加えて

2 つまでのモーター（正転・逆転）を遠隔制御できま

す（合計 4 モーターまで）。さらにトグルスイッチ 1

つの操作も可能です。モーター出力 1 個の代わりに

2 つのプッシュスイッチを割り当てることもできま

す。適当な家電リモコンの信号を登録して操作する

こともできます。セットにはプログラム書き込み済

みの PIC マイコンとモータードライバ TA7291P が

含まれますが、その他の部品（秋月電子で 800 円程

度）は別途入手が必要です。 

 

ご注意 本キットは同人ハードウエアです。製作に

はある程度の電子工作の技術・知識を要します。ア

フターサポートはありませんので自己責任にて行っ

てください。基板のシルク印刷を見ながら部品表・

回路図の通り部品を半田付けすれば完成できるよう

になっています。 

セットの他に必要なもの 

 Ni-MH 電池（エネループ推奨）4 本 

 組み込みに適当なキット（カムロボットなど） 

 部品表の部品一式 

 赤外線リモコン（適当な家電製品のもの） 

NEC/家電製品協会/SONY フォーマットに対応 

または猫の手リモコン送信機 

付属のマイコンについて 

セット付属の PIC マイコン 16F630 には制御プロ

グラムが書き込まれています。製作中の事故で破損

させてしまった場合は、プログラム書き込み環境と

新しいマイコンチップを用意して下記 URL で公開

している HEX ファイルを書き込んでください。 

http://niga2.sytes.net/upfile/IR_TOY630.HEX 

部品について 

すべて秋月電子で手に入る部品を選定しています

が、販売終了で手に入らなくなることがあります。

その場合は互換性のある代用品を入手してください。

赤外線受光モジュールはピン配列が同じ（左から信

号、GND、電源）ものであれば概ね使用可能ですが、

ノイズ耐性や信号到達距離といった特性が異なるこ

とがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キットはタミヤのカムプログラムロボット等のキ

ャタピラタイプ左右 2 モーター仕様のものを想定し

ています。ステアリング操作タイプのキットには使

用できません。 

 

製作時の注意 

背の低い部品から半田付けするのが基本です。部

品表に＊マークのついたものは極性（取り付ける向

き）があります。IC は逆向きに取り付けると壊れて

しまいますので特に注意してください。PIC マイコ

ンと SN754410NE は切り欠きの部分を基板のシル

ク印刷の形に合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モータードライバ TA7291P はシルク印刷で△マ

ークが付いているランドが 1p 側です。上画像のよう

に、SN754410NE を左側に見て、TA7291P の印字

面が手前を向く位置関係になります。 

本書 PDF file 

http://niga2.sytes.net/upfile/IR_TOY630.HEX


 

 

秋月電子での推奨部品表です。(*)の部品は極性（取り付ける向き）があります。モーターに取り付けるコンデン

サは別途用意してください。回路図と照らし合わせながら製作することをお勧めします。 

記号 品名 数量

U1* ＰＩＣマイコン　ＰＩＣ１６Ｆ６３０－Ｉ／Ｐ　(セットに付属) 1

ICソケット（１４ｐ） 1

U2*  赤外線リモコン受信モジュール ＰＬ－ＩＲＭ０１０１（３８ｋＨｚ） 1

U3*,U4* モータードライバー　ＴＡ７２９１Ｐ　（セットに付属） 2

U5* ハーフブリッジドライバ（４回路入）ＳＮ７５４４１０ＮＥ 1

C1,C5 絶縁型ラジアルリードタイプ積層セラミックコンデンサー0.1μ F 25V 2

C2*,C3*,C4* アルミ電解コンデンサー１００μ Ｆ１６Ｖ１０５℃　ルビコンＭＨ５ 3

D1*,D2* 高輝度５ｍｍ白色ＬＥＤ　ＯＳＷＴ５１６１Ａ 2

D3*  ３ｍｍ赤色ＬＥＤ　７０°　ＯＳＲ５ＪＡ３Ｚ７４Ａ 1

D4* ３ｍｍ黄緑色ＬＥＤ　７０°　ＯＳＧ８ＨＡ３Ｚ７４Ａ 1

R1,R2,R3,R4 カーボン抵抗　1kΩ 　1/6W　（茶黒赤金） 4

R5 カーボン抵抗　10kΩ 　1/6W　（茶黒橙金） 1

RV1,RV2 半固定ボリューム　１０ＫΩ 　［１０３］ 2

M1*,M2* ターミナルブロック　２ピン（縦）小 2

J1 ピンヘッダ　２×４０　（８０Ｐ） 2

J2,J3 ピンヘッダ　１×４０　（４０Ｐ） 8

JP1,2,3 ２ｍｍピッチピンヘッダ(1x40p) 9

２ｍｍピッチジャンパーピン 3

SW1 基板用スライドスイッチ　ＳＳ－１２Ｄ０１－ＶＧ４ 1

BT1* 電池ボックス　単３×４本　リード線 1

ピンヘッダ　１×４０　（４０Ｐ） 2

ピンソケット（メス）　１×２（２Ｐ） 1

専用プリント基板　（セットに付属） 1



 

進行用モーターの接続 

 

ノイズ対策としてモーターの各電極と金属ケース

間に 0.1μF 程度のコンデンサを半田付けしてくだ

さい。モーター1 個につきコンデンサが 2 個必要で

す。金属ケースは半田付け面を軽くヤスリで擦って

おくと半田のノリがよくなります。 

 

MOTOR1 に進行方向右側、MOTOR2 に左側のモ

ーターを配線します。操作と異なる動きをする場合

は配線を入れ替えてみてください。 

MOTOR1/2 の回転速度を RV1/2 で微調整できま

す。まずはどちらも反時計周り一杯の状態で動作さ

せてみて、回転が速い方の半固定抵抗を少しずつ時

計回りに回し、左右モーターの速度を合わせてくだ

さい。 

 

ヘッドライトの接続 

D1/2 はヘッドライトとして

の使用を想定しており、J1 を

LED-EX1 ショートにしてお

くと SELECT+START ボタ

ン（家電リモコンの場合 EX1）

で ON/OFF 操作できます（初期値 ON）。J1 を LED-

Vcc ショートにしておくと D1/2 は電源インジケー

タになります。J1 の EX1 端子は正論理のトグルス

イッチとしての利用もできますが、流せる電流に制

限がありますので大きな負荷はかけないでください。 

 

オプションモーターの接続 

  

戦車砲塔やフォークリフトのモーターなどを接続す

る場合は、J2、または J3 の中央の２ピンに接続しま

す。正転・逆転制御で 2 モーターまで増設できます。 

J2 に接続したモーターは、A/B ボタンで操作できま

す。J3 に接続したモーターは SELECT+A/B（家電

リモコンの場合 EX2/EX3）で操作できます。 

 

スイッチとしての利用 

 

J2/J3 の両端は GND となっており、外付け機器の

電源やスイッチとして利用することができます。正

論理で、操作ボタンを押している間だけ電力が供給

されます。例えばサウンド IC を接続しておけばリモ

コン操作で効果音を出すことができます。 

 

ジャンパーピンの設定 

JP1 は家電リモコンコード登

録用ジャンパです。通常は

normal で使ってください。 

 

JP2/JP3 は J3 機能設定用ジャンパです。J3 にモー

ターを接続する場合は JP2,JP3どちらも左側ショー

トにしてください。J3 を負論理出力のスイッチとし

て使う場合は、どちらも右側ショートにします。こ

のときSELECTまたはSTARTボタンを押している

間だけそれぞれの出力が L レベルになります(ボタ

ンを離すと H レベル)。EX2/EX3 とは排他利用です。 



 

操作方法 

 

例として、猫の手３号ｂ（SFC 型）のキーマップは

以上のようになっています。 

 

★基本の動作 

方向キー上下：前進・後退 

方向キー斜め：信地旋回 

方向キー左右：超信地旋回 

A/B ボタン：オプションモーターAB 正転/逆転 

SELECT+START: EX1 ピンが ON/OFF トグル 

              （初期値＝ON） 

★オプション設定 

JP2,JP3 が左側ショートの時 

SELECT+A/B：オプションモーターEX 正転/逆転 

 

JP2,JP3 が右側ショートの時 

SELECT:J3 左から２番目のピンが L レベル 

START  :J3 左から３番目のピンが L レベル 

 

システム上、進行用モーターと同時に駆動できるオ

プションモーターは１つだけです。 

 

ノイズについて 

モーターノイズが誤動作の原因になりますので、

すべてのモーターにはノイズフィルターとしてコン

デンサを取り付けてください。また、基板とモータ

ーはできるだけ離して組み込むことをお勧めします。

それでも誤動作をする場合は、受光モジュールの種

類を変えてみたり、電解コンデンサの容量を大きく

してみたり、シールド板で仕切るなど、各自で工夫

してください。 

 

電池について 

電池はエネループ等の Ni-MH 電池 4 本(4.8V)を

推奨します。乾電池 4 本（6.0V）はマイコンの定格

を越えてしまいます。乾電池 3 本（4.5V）に変更す

れば問題ありませんが、モーターの回転は弱くなり

ます。 

 

リモコンコードの登録 

市販の家電リモコンを送信機にする場合は下記手

順でコードを登録してください。猫の手リモコンで

操作する場合はコード登録不要です。 

 

１）電源 OFF で J1 を LED-EX1 ショートにする 

２）JP1 を右側ショートにして電源 ON 

３）JP1 を normal に戻す（D1･D2 点滅後消灯） 

４）A ボタンに割り当てたいリモコンのボタンを押

す（D1･D2 点灯） 

５）B/ 上 / 右 上 / 右 / 右 下 / 下 / 左 下 / 左 / 左 上

/SELECT/START/EX1/EX2/EX3 に割り当てた

いリモコンのボタンを順に押す（D1･D2 点滅後

点灯） 

６）すべてのコードが登録されると D1･D2 は消灯 

 

コード登録時はリモコンをゆっくり確実に操作

してください。リモコンを操作しても LED が応答

しない場合は非対応リモコンです。一度登録した

コードは電源を切っても再登録するまで保持され

ます。 

家電リモコンで一度に操作できるボタンは１つ

だけです。よって進行用モーターとオプションモ

ーターの同時駆動はできません。 

家電リモコンコード登録後も猫の手リモコン送

信機による操作は常に可能です。 

 

 

作者の WEB サイト 

http://niga2.sytes.net 
自宅サーバーなので時々落ちていることがありま

す。本キットは原則ノンサポートですが、ご意見が

ありましたら BBS へ書き込んでみてください。

 


